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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,99 43,98 -0,01 43,69 +0,29

USD / BRL Spot BRL 2,3279 2,3251 -0,0028 2,3457 -0,0206

USD / JPY Spot JPY 102,39 102,25 -0,14 102,51 -0,26

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 47.278 47.381 +103 47.380 +1

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 180,0 180,8 +0,8 180,0 +0,8

Brazil 5yrs Gov. Bond % 13,05 12,95 -0,10 12,58 +0,37

DI Future Apr15（金利先物） % 11,51 11,47 -0,04 11,25 +0,22

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,233 -0,001 0,235 -0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 299,5 299,4 -0,1 301,6 -2,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年3月24日

Indicator Unit 3月20日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はインフレ懸念が落ち着き若干のレアル高となる展開でした。
朝方は３月中旬までの消費者物価指数であるＩＰＣＡ－１５が市場予想を若干下回ったため、前日比レアル
高の２．３２台前半で取引されました。その後もＦＯＭＣ声明やイエレン発言を消化して金利上昇も一服した
ため全般的にドル軟調な展開となり、一時２．３１台後半へドル安レアル高となりました。ただ、週末を控えて
大きな動きには繋がらずポジション調整で戻した後、結局２．３２台半ばで引けています。

先週はボベスパ指数が５週ぶりに週間ベースで上昇しました。良好な企業決算という要因もありましたが、
ルセフ大統領が当初予想より大統領選で苦戦するのではないかとの思惑が株価を押し上げた面もあった
ようです。投資家の間ではルセフ政権は国営企業や金融政策への介入主義者との評価が根付いている
ため、同政権の劣勢見通しは株価にプラスに働くとの見方が一般的となっています。但し、先週発表された
ＩＢＯＰＥによる世論調査では未だにルセフ大統領へ投票すると答えた人が４３％と圧倒的に２位以下候補を
引き離している状態であり、有権者と市場の思惑は大きくずれたままです。最近では連立与党での最大
パートナーであるＰＭＤＢとの軋轢も目立ってきており、ルセフ政権が高支持率通りに安定しているとは言い
難い面も出てきています。政権運営能力と有権者による評価の間にずれがある内は、市場の期待に反して
抜本的な構造改革が進む可能性は未だに低い状態です。
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